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◆令和３年度の熊本県の名目GDPは、約６.４兆円
全国２４位（九州２位）と中盤に位置しているが、全国のシェア約1.1％程度
30年前（1991年度)は、約５.３兆円で２５位とほぼ同位

◆熊本県の企業数は約６万８千社で全国２２位。企業数は、名目GDPにほぼ比例

１ 熊本の産業 （1）企業数・県内GDP

令和3年度(2021年度)  都道府県別 名目GDP・企業数

出典：内閣府県民経済計算

単位：億円
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全国順位 (億円) 全国順位 (社) 全国順位 (億円) 全国順位 (社)

1 1,136,859 東京都 1 585,893 9 194,571 福岡県 7 195,929

2 413,204 大阪府 2 356,246 24 64,173 熊本県 22 68,155

3 405,860 愛知県 3 280,580 26 59,215 鹿児島県 23 67,630

ー 5,775,721 全国 ー 4,814,653 30 46,839 大分県 34 46,833

31 46,207 長崎県 27 54,446

34 43,739 沖縄県 25 58,282

39 37,065 宮崎県 35 46,193

44 31,792 佐賀県 43 33,081

名目GDP 名目GDP
都道府県

企業数 企業数
都道府県

上位３位が

 ３４％を占める

上位３位が

 ２５％を占める

１.１％ １.4％



◆製造業は、県内総生産額の2割を占める一大産業であるが、産業別生産額の特化係数（※）は1.0と全国並み
※特化係数 本県の産業別構成比 ÷ 全国の平均的な産業別構成比

◆農林水産業は、県内総生産額の3%未満だが、産業別生産額の特化係数は2.7と本県が全国屈指の農業県である
ことを示している

１ 熊本の産業 （2）産業構造（業種別県内総生産額）

出典：熊本県県民経済計算報告書（熊本県統計調査課）

県内総生産額と構成比 産業別特化係数 赤線を太く
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１ 熊本の産業 （3）産業構造の特徴（製造品出荷額・けん引分野）

生産用機械器具製造業
8,223億円

24%

輸送用機械器具製造業
4,191億円

12%

食料品製造業
4,041億円

12%
電子部品・デバイス・電子回路製造業

3,806億円
11%

化学工業
2,094億円

6%

電気機械器具製造業
1,942億円

5%

金属製品製造業
1,856億円

5%

プラスチック製品製造業
1,398億円

4%

飲料・たばこ・飼料製造業
1,357億円

4%

その他15分類の製造業
5,878億円

17%

製造品出荷額
2023年経済構造実態調査

総額：3兆4,785億円
(R4.1～R4.12実績)

製造品出荷額
2002年工業統計

総額：2兆3,674億円

◆製造品出荷額の約６割を生産用機器、輸送用機器、食料品、電子部品で占めている
20年前(工業統計)からその傾向は変わらない

◆製造品出荷額総額に占める各製造品の特化係数は、生産用機器3.4、電子部品等2.3と1.0を大きく上回る
※特化係数 本県の産業別構成比 ÷ 全国の平均的な産業別構成比
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食料品

飲料・たばこ・飼料

繊維工業

木材・木製品（家具を除く）

家具・装備品

パルプ・紙・紙加工品

印刷・同関連業

化学工業

石油製品・石炭製品

プラスチック製品（別掲を除く）

ゴム製品

窯業・土石製品

鉄鋼業

非鉄金属

金属製品

はん用機械器具

生産用機械器具

業務用機械器具

電子部品・デバイス・電子回路

電気機械器具

輸送用機械器具

その他

製造品別特化係数
2023年経済構造実態調査の結果から

計５９％
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東京エレクトロン九州（合志市稼働）

ソニーセミコンダクタ

 マニュファクチャリング

ルネサスセミコンダクタ

 マニュファクチュアリング

(当時は九州日本電気）

三菱電機

荏原製作所
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高度成長期

鉄、造船、石油化学
＜重厚長大産業＞

安定成長期

自動車、家電
＜軽薄短小産業＞

バブル期
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◆1960年代に三菱電機やルネサス（当時、九州日本電気）が相次いで本県に進出。その後、多くの半導体関連企
業が進出し、本県のＧＤＰは６兆円を超えるまでに成長した。

１ 熊本の経済 （3）産業構造の特徴（歴史的経緯、誘致企業等）

(兆円)

’82 テクノポリス構想発表
’86 テクノリサーチパーク分譲開始
’92 第二テクノリサーチパーク着手

(現：セミコンテクノパーク）

1982年 2020年

14,839億円 製造品出荷額 28,195億円

3,645億円 農 業 産 出 額 3,407億円



◆日本の半導体売上高は、 2000年代に450億米ドル（約6兆6000億円）を超え、その後増減を繰り返し、2022
年以降は同水準を維持している。

◆世界の半導体売上高に占める日本のシェアは、1988年の40%から2024年には7~８％まで低下している。

１ 熊本の産業 （3）産業構造の特徴（日本の半導体売上高）
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〔億米ドル〕 世界半導体売上高における
日本のシェア〔％〕
（折れ線グラフ・右軸）

1988年
シェア
40％

？

2008年
リーマン
ショック

2020年
新型コロナ
ウイルス

年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代 2020年代

世界
1987:TSMC設立
（台湾）

1993:Nvidia設立（米）
1995:米マイクロソフト
「Windows95」発表

2006:米アマゾン「Amazon Web Services」
サービス開始
2007:米アップル「iPhone」発表

2017:韓サムスン、売上高で初めてインテルを上回りランキン
グ１位

2021頃:半導体不足
2022:生成AI「ChatGPT」公開

日本
1986:日米半導体協
定締結

1993:青色LED実用化
1999:エルピーダメモリ設立

2001:日立製作所、世界最小クラスの非接触IC
チップを開発

2011:スパコン「京」世界最速達成
2012:エルピーダメモリ倒産

2022:Rapidus設立

熊本
1986:テクノリサー
チパーク分譲開始

1995:東京エレクトロン九州大津事業所開設
1996:セミコンテクノパーク造成開始

2001:ソニー進出
2001:テクノインキュベーションセンター完成

2010:NECエレクトロニクスとルネサステクノロジが経営統合
2012:湖東製作所倒産

2021:TSMC進出決定
2024:JASM第1工場開所

2000年頃
ITバブル
崩壊

出典）WSTS（世界半導体市場統計）
：1986～2024年データ
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◆2021年11月、世界的半導体メーカーのTSMCが、熊本に日本初となる工場の建設を決定
◆TSMCは顧客から半導体の製造を受託する「専業ファウンドリービジネスモデル」の先駆者

2024年の世界のファウンドリー売上高でトップの約67％を占める

２ TSMCインパクト （1）JASMについて

TSMCの概要
■ 社 名 ：Taiwan Semiconductor Manufacturing Company, Ltd.

■ 本 社 ： 台湾/新竹市 （ 新竹サイエンスパーク内 ）

■ CEO ： Dr. C. C. Wei （シーシー・ウェイ）

■ 従業員 ： 約 8万5千人 （2025年２月現在）

■ 売上高 ： 約13兆400億円 （2024年決算） 

■ 純利益 ： 約 5兆2,823億円 （2024年決算） 

■ 主要顧客 ： Apple、AMD、Qualcomm、NVIDIA、Intel など

■ ファウンドリー売上世界シェア ： 67.1％ （2024年第4四半期）

■ 時価総額 ： 約146兆2,692億円（2025年2月、世界9位）

※ トヨタ自動車（約35兆2,196億円）の約4.15倍 ＜写真は全てTSMCホームページより＞

＜Fab16：中国南京市＞ ＜Fab18：台湾台南市＞＜Fab15：台湾台中市＞
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* 出典：“Inside the Taiwan Firm That Makes the World’s Tech Run”.TIME.https://time.com/6102879/semiconductor-chip-shortage-tsmc/, 参照2024-07-19

*

＜台湾の市場調査会社トレンドフォース調べ＞

【2024年第4四半期ファウンドリー売上シェア】

67.1%
8.1%

5.5%

4.6%
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◆JASMは、TSMCが約90％を出資し、熊本県に設立した子会社
◆2024年2月に第１工場の開所式が開催。2024年１２月に稼働開始した
◆2024年2月に第２工場の建設地が熊本に決定。第１工場の東側に建設する計画
◆国は、第1、2工場あわせて最大約1兆2,000億円の助成を決定

２ TSMCインパクト （1）JASMについて

JASM第1工場

○ 会社名：Japan Advanced Semiconductor Manufacturing （株）

○ 建設場所 ： 菊陽町原水 （セミコンテクノパーク隣接地）

○ 建設開始 ： 2022年４月

○ 稼働開始 ： 2024年12月

○ 設備投資額 ： 約８６億米ドル

○ 雇用者数 ： 約1,700人

○ 月間生産能力 ： 55,000枚 （12インチウェーハ換算）

プロセスノード
（回路線幅）

12/16nm
22/28nm

＜JASM第１工場（JASMホームページより）＞

JASM第２工場
○ 2024年２月、TSMCの取締役会において、JASM第２工場の建設地

が熊本に決定

○ 同年4月、第１工場の隣接地に第２工場を建設する方針を表明

○ 第２工場の建設に向け、新たにトヨタ自動車も出資
※出資比率：TSMC 約86.5%、 ソニー 約6%、 デンソー 約5.5%、 トヨタ 約2%

○ 建設開始 ： 2025年中  

○ 稼働開始 ： 2027年末まで

○ 雇用予定者数 約1,700人（うち地元1,200人）

○ 設備投資額 ： 約２００億米ドル（約３兆８２7億円）超

○ 雇用予定者数 ： 3,400人以上

○ 月間生産能力 ： 100,000枚以上 （12インチウェーハ換算）

○ 生産品目（回路線幅） ： 40nm、22/28nm、12/16nm、6/7nm

国の助成は最大で
合計 約１兆2,000億円

11

以下、第１工場との合計



◆TSMCの本県進出公表以降、立地協定件数は増加傾向にあり、令和５年度は過去最高の７２件となった
◆すでに本県に立地している企業においても、新規大型投資や増設が相次いでいる

平成19年 1,791件

 （リーマンショック前）

↓

令和５年 799件

（約▲55.4％）

＜全国の状況＞ 

※ 経済産業省「工場立地動向調査」 

企業誘致の現状について
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立地協定件数 うち半導体関連

＜本県の状況＞ 
※R7（2025）年3月31日現在 

※ 平成20年以降は、1,000件前後で推移 TSMC進出公表からR6年度末までの半導体関連の協定件数は64件
（総投資予定額：約1兆6,750億円 総雇用予定数：約4,370人）

過去最高件数

64件
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２ TSMCインパクト （２）熊本の経済に及ぼす影響

(単位：億円）

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

投資額 499 377 767 906 688 587 799 10,508 2,091 4,565

【参考】過去10年間の投資額の推移



10,079 
10,767 11,662 

13,582 

15,576 

17,942 17,751 
16,686 

20,660 

25,589 

29,385 

0.56%
0.60%

0.66%

0.77%

0.89%

1.03% 1.02%
0.97%
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1.50%

1.73%
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0
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10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

在留外国人人口 外国人割合

◆2023年、県内の在留外国人の増加率は23.9％と、全国１位となった
◆2024年、県内の在留外国人の人数は29,385名、県民に占める割合も1.73％とともに過去最高となった
◆JASM第２工場の建設も決定していることから、本県における在留外国人数は今後も増加すると予想される

２ TSMCインパクト （２）熊本の経済に及ぼす影響

＜在留外国人数の推移と外国人割合＞
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増加率23.9％
全国１位全国順位

2014年 2024年

→
32位 22位



◆令和５年３月には阿蘇くまもと空港がリニューアルオープンし、空の玄関口の利便性が向上
◆熊本から台湾への直行便が就航し、毎日運行（週16便）

14

２ TSMCインパクト （２）熊本の経済に及ぼす影響

台湾

熊本～台北
（桃園）

週5便

韓国

熊本～ソウル
（仁川）

週3便
※10/26～週7便に増便

毎日
週3便

※10/26～運休

熊本～高雄 週４便
毎日

香港 熊本～香港
週４便
※7月～欠航
10/26～運休

熊本～釜山
（金海）

毎日
上海 熊本～上海 週２便

※10/26～運休

＜令和７年８月末時点の就航便数＞ ６路線 週４２便

＜旅客者数の推移＞ 国際線旅客者数 R５年度：約２３万人     ⇒ R6年度：約４８万人
国内線旅客者数 R5年度：約３１０万人  ⇒ R6年度：約３２１万人

3,163,477 2,947,589 3,187,803 3,254,131 3,159,141 

848,976 
1,357,911 

2,623,904 
3,102,142 3,214,504 

70,567 
34,609 

156,161 206,699 114,240 

0 

0 

18,894 

233,310 
479,917 

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

国内線 国際線
約２倍



◆TSMCの進出に伴い、台湾を中心とした外国人観光客が急増している

２ TSMCインパクト （２）熊本の経済に及ぼす影響
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約1.68倍

令和５年から令和６年にかけて台湾の延べ宿泊者数は約1.68倍（参考比：全国約1.39倍）と増加

約1.35倍

※数字は外国人延べ宿泊者数。 国籍（出身地）別は、１０人以上の従業員数の施設が調査対象であるため、その合計と外国人延べ宿泊者数は一致しない。
※欧米豪露：アメリカ、カナダ、イギリス、ドイツ、フランス、ロシア、オーストラリア、イタリア、スペイン ※東南アジア・インド：シンガポール、タイ、マレーシア、インドネシア、ベトナム、フィリピン、インド

単位：千人
＜県内への外国人延べ宿泊者数の推移＞



◆2025年3月に熊本県商工会連合会が実施した調査（対象485者）ではTSMCの進出に伴う波及効果を実感し
ている事業所はまだ少なかった

２ TSMCインパクト （２）熊本の経済に及ぼす影響

Q．TSMCの進出の影響について Q．TSMC進出のプラスの影響について（複数回答）

台湾関係者などによる観光や飲食等の消費拡大が
多く挙げられた
また、菊池やその周辺地域のプラス回答率が高い

出典：熊本県内の中小企業・小規模事業者４８５者対象＜第２６回令和７年３月末調査＞

プラスの影響は10％に留まる

熊本
市

宇城
上益
城

玉名
山鹿
菊池

阿蘇
八代
芦北

球磨 天草

15% 3％ 8％ 0％ 20％ 22％ 17％ 0% 3％
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地域別プラス回答率



◆すべての産業のデジタル基盤を日本に整備・確保することが不可欠。その中で半導体は「経済安全保障
法（※）」に基づく「特定重要物資」に指定され、安定確保を図ることとされている

※経済施策を一体的に講ずることによる安全保障の確保の推進に関する法律（R4.6.17施行）

２ ＴＳＭＣインパクト （3）日本における半導体産業の位置づけ

出典）経済産業省「半導体戦略」（令和3年〔2021年〕6 月）

全ての産業において必要な半導体
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◆1970年前後から、九州では熊本県を中心に半導体関連産業の集積が進み、土地、水、電力、人材、協力企業
等の半導体生産基盤が整っていることが熊本進出の大きな要因

熊本が選ばれた要因

①半導体関連産業の集積地である

1967年 三菱電機

1970年 九州日本電気（現：ルネサス）

1991年 東京エレクトロン九州

2001年 ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング

2001年 荏原製作所

②半導体製造に必要な地下水が豊富

➂台湾 熊本県 岩手県

約200社

半導体デバイス製造（前工程）；
三菱電機(株)パワーデバイス製作所、ルネサス 

セミコンダクタマニュファクチャリング(株)川尻工場、
ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング(株)

半導体デバイス製造（後工程）；
Ａｍｋｏｒジャパン（株）
ルネサスエレクトロニクス(株）錦工場
オムロンリレー＆デバイス（株）
天草池田電機（株）
人吉アサノ電機（株） 等

中間工程加工；
テラプローブ（株）
オジックテクノロジーズ（株）
熊本防錆工業（株） 等

半導体製造装置；
東京エレクトロン九州(株)
平田機工（株）
（株）荏原製作所熊本事業所
テラダイン（株）熊本事業所
（株）マイスティア
櫻井精技（株） 等

半導体装置部品加工；
オオクマ電子（株）
（株）旭製作所
ナカヤマ精密（株）
（株）池松機工
金剛（株）
堀場エステック（株）
熊防メタル（株） 等

半導体材料；
富士フイルム九州(株)
タチバナ化成（株）
東京応化工業（株） 等

２ ＴＳＭＣインパクト  （3）日本における半導体産業の位置づけ
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1200km 1200km

④電気料金が安い

【2025年2月現在】平均電気料金単価（円/kWh）

地域 高圧 特別高圧

全国 20.95 18.29

北海道 23.51 22.55
東北 22.93 19.78
東京 21.35 19.48
中部 20.18 17.72
北陸 22.62 19.23
関西 19.64 17.08
中国 21.83 18.52

四国 20.54 17.02
九州 18.28 15.06

※消費税、再エネ賦課金除く （出所）新電力ネット



－ 本日の目次 －

１ 熊本の産業

２ ＴＳＭＣインパクト

４ 県や市町村、九州一体の対応

５ 波及効果を県内全域へ

６ 熊本経済のあした
19

３ 課題と対応



◆熊本地域の地下水量は琵琶湖の3.2倍（地下水取水量の62.5年分に相当）に上る莫大な量との研究もある

３ 課題と対応 （１）地下水

琵琶湖の3.2倍との研究も

20



TSMC

21

シミュレーションモデル（GETFLOWS)
により可視化した熊本地域の地下水の流れ

シミュレーションモデル（GETFLOWS)
を用いてJASM工場建設当初の計画水量
（日量１万２千㎥）の採取による影響を
予測

周辺の地下水位について2030年度には
23年度に比べ1.12ｍ低下を予想
※菊陽町の地下水位の年間変動は

5～10m程度

当初の計画水量を29%削減
日量8,500㎥に見直し(R6.10現在)

地下水への影響

３ 課題と対応 （１）地下水
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３ 課題と対応 （１）地下水



・令和５年度と令和６年度にセミコンテクノパーク周辺（菊陽町原水（セミコンテクノパーク内）、合志市竹迫（たかば））に
新たな観測井戸を２箇所新設（県内で計35箇所設置）。

・令和６年度に上記2箇所と熊本市水前寺の３箇所で地下水位のリアルタイム発信を開始（HPで確認可）。令和７年度中
にさらにリアルタイム発信の対象井戸を４箇所（熊本地域2箇所、八代地域１箇所、玉名・有明地域１箇所）追加予定。

【地下水位のリアルタイム発信の画面】

ウェブページのＱＲコード

①

②

③

④

【運用箇所】

熊本市水前寺
観測井戸

菊陽町原水
観測井戸

(熊本第17号)

セミコン
テクノパーク

白川中流域

合志市竹迫（たかば）

観測井戸
（熊本第18号）

23

３ 課題と対応 （１）地下水
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◆令和6年12月に稼働したJASM第1工場をはじめ、セミコンテクノパーク周辺では更なる企業集積が見込まれている。
◆周辺の渋滞を解消するために県が進める道路整備に加えて、中九州横断道路と企業集積地を直接結ぶ連絡道路の整

備など、渋滞対策事業を実施

３ 課題と対応 （２）交通渋滞



25
出典：令和６年度 第２回 熊本県渋滞解消推進本部会議

県市で取り組む道路施策
～車の『流れ』をよくする取組み～

加速化対策（短期）：～３年
交差点改良や信号制御の最適化（３０箇所）

・交差点改良や信号制御の最適化等の実施
・バスベイの整備による交通の円滑化
・道路ネットワーク整備の着実な推進

抜本対策（中期）：４～１０年
主要渋滞箇所２２６箇所のうち約８０箇所の
改善に向け取組を強力に推進

・道路ネットワーク整備の着実な推進
・交差点改良や信号制御の最適化等の実施
・車から自転車などへの変換

抜本対策（長期）：１１年～
広域道路ネットワークの構築

加速化対策（短期）：～３年
年間利用者数増加

・公共交通の利便性向上及び利用促進
・公共交通の輸送力強化と基盤整備

県市で取り組む公共交通施策
～車から公共交通への『転換』を促す取組み～

抜本対策（中期）：４～１０年
公共交通分担率を２倍にする

・公共交通の輸送力強化と基盤整備

抜本対策（長期）
持続可能な公共交通の維持

県市で取り組むその他施策
～ピーク時の交通を『分散』する取組み～

加速化対策（短期）：～３年
・集中する“時間”の分散
・集中する“場所”の分散

連携

◆熊本県では熊本都市圏における渋滞解消を図るため、知事をトップとする「熊本県渋滞解消推進本部」を設置
し、庁内関係部局が一体となって、道路施策と公共交通施策を連携させながら渋滞対策を迅速かつ強力に推進

「車１割削減、渋滞半減、公共交通２倍」

３ 課題と対応 （２）交通渋滞
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◆右折レーンを延伸（３０ｍ→８０ｍ）し、滞留できる台数が増加した。（最大5台→13台程度）
◆右折待ち車両が延伸した右折レーン内に収まっており、直進車を阻害していない。

３ 課題と対応 （２）交通渋滞

辛川鹿本線「仮）菊陽町光の森７丁目交差点」



◆セミコンテクノパーク内の企業も渋滞緩和に取組む

27

３ 課題と対応 （２）交通渋滞
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民間企業等を含め広く「県民運動」として交通渋滞の解消に向けた取り組みを進めるため、『熊本県渋滞対策
パートナー登録制度』を創設

ピーク時の交通を『分散』する取組み（短期）
～集中する“時間”“場所”の分散～

時差出勤 等

テレワークの推進
公共交通機関の利用促進
独自の通勤バスの運行 等

鉄道、バス、シェアサイク
ルなどの公共交通サービス
の提供 等

①交通量の分散に向けた取組み

②交通量の抑制に向けた取組み

③公共交通サービス提供の取組み

令和7年5月8日から登録開始
264事業者が登録（9月5日現在）
【登録企業】東京エレクトロン九州（株）

JASM（株）
（株）湖池屋
（株）肥後銀行
熊本国税局（株） ほか

３ 課題と対応 （２）交通渋滞



－ 本日の目次 －

１ 熊本の産業

２ ＴＳＭＣインパクト

４ 県や市町村、九州一体の対応

５ 波及効果を県内全域へ

６ 熊本経済のあした
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３ 課題と対応



基本理念：分散型サイエンスパーク

４ 県や市町村、九州一体の対応 （２）県の取組み

令和7年3月、熊本県が目指す姿である「安定した半導体人材の確保・育成」、「半導体イノベーション・エコシ
ステムの構築」などを実現するため、「くまもとサイエンスパーク推進ビジョン」を策定した

30



４ 県や市町村、九州一体の対応 （２）県の取組み

④半導体人材育成に特化した大学・研究機関の誘致

⑤学生・企業・研究者が共同で利用できる施設の整備

③「パークマネジメント法人」の設立

②新たな産学官連携拠点

 「イノベーション創発エリア」の整備

①半導体関連企業や半導体を使うユーザー企業の集積

31

「くまもとサイエンスパーク」の実現に向けて、大きな目玉の取組みを「５本の矢」として設定



くまもとサイエンスパークの将来展望

【九州内の連携】
【県内全域への波及】

【東アジアを代表する拠点】

32

４ 県や市町村、九州一体の対応 （２）県の取組み

空港周辺、ひいては八代市の県営工業団地をはじめとした県南エリアにも波及効果が及ぶよう長期的、広域的な
取組みとして拡張を図る。また、今後九州各地において整備が進むことが想定される拠点との連携を図ることで
「新生シリコンアイランド九州」の実現、そして東アジアを代表する「産学官連携拠点」を目指す



◆阿蘇くまもと空港へのアクセス改善を図るため、ＪＲ豊肥本線と空港を繋ぐ空港アクセス鉄道の実現を目指し
ている

◆令和4年12月、JR豊肥本線肥後大津ルートに方針を決定し、令和９年度の整備着手に向け、鉄道概略設計の
事前調査や環境アセスメント等の手続きを着実に進めている

◆また、利用者の増加が著しいＪＲ豊肥本線の輸送力強化に向けた取り組みも実施している

４ 県や市町村、九州一体の対応 （２）県の取組み

武蔵塚駅

竜田口駅

東海学園前駅

原水駅
新駅

光の森駅

三里木駅

33

阿蘇くまもと空港

肥後大津駅

熊本駅

JASM

豊肥本線 車両内

豊肥本線ピーク時混雑率 
121％

〈三大都市圏平均混雑率〉
東京圏(136%) 大阪圏(115％)
名古屋圏(123％）



◆令和5年3月、TSMCの熊本県進出を契機とした半導体産業をはじめとする県内産業の更なる振興と県内全域
における県経済の成長の実現を目指し「くまもと半導体産業推進ビジョン」を策定

◆①半導体関連企業等の三次元積層実装産業への興味醸成、②研究開発プロジェクト組成に向けた技術シーズ
の集約、③三次元積層実装産業における新規技術提案を目的とし、くまもと３D連携コンソーシアムを設立

４ 県や市町村、九州一体の対応 （２）県の取組み

くまもと半導体産業推進ビジョン

•県内半導体産業の更なる成長のために対策すべ

き３つの課題の解決を目指す

•①半導体を安定的に生産するために必要な競争

力やインフラなどへの不安

•②直近及び将来的な半導体人材の不足

•③アカデミア、産業界など多様なプレーヤーと

の連携機会の不足

•『世界に半導体を供給し続ける』『半導体人材

が集う』『半導体を核として産業が創出され

る』拠点として、半導体インフラを支え、挑戦

し続ける熊本へ

くまもと３D連携コンソーシアム

34

会   長：熊本大学 半導体・デジタル

研究教育機構 青柳卓越教授

副会長：熊本県 商工労働部

産業振興局長

事務局：熊本大学



◆現在、7つの市町村による新規工業団地整備が進行中

４ 県や市町村、九州一体の対応 （３）周辺市町村の取組み

《市町村が新規整備に関与する工業団地》

①

②

③

④ ⑤

⑧

市町村名 名称 計画面積 分譲時期（予定）

①
熊本市
（3箇所）

(1)戸島町北地区産業用地
(2)戸島町東地区産業用地
(3)北熊本スマートインター
チェンジ西地区産業用地

45ha
(1)21ha
(2)8ha
(3)16ha

(1)R7年度～
(2)(3)R8年度～

② 玉名市 玉名三ツ川産業団地 24.7ha R4年度～（予約分譲）

③ 山鹿市 （未定） 15ha R11年度～

④ 合志市 東部工業団地 11ha R7年度～

⑤ 大津町 大津北部工業団地（仮） 10ha R9年度～

⑥ 菊陽町 第三原水工業団地（仮） 24.2ha R13年度～

⑦ 西原村 第２鳥子工業団地 12ha 予約分譲済

⑧ 益城町 益城インター北産業団地 9.4ha R7年度～（予約分譲）

35

⑦
⑥



◆県内の経済団体等が台湾の団体と連携協定を締結するなど、連携強化が進んでいる

４ 県や市町村、九州一体の対応 （４）民間の取組み

【台湾電子製造設備工業同業公会（TEEIA※１）と熊本県工業連合会との商談会】
• TEEIAと県工連は、11年前から台湾と熊本を互いに行き来しながら商談会を実施。2015年にMOUを締結。

• R5.4.12に熊本で開催された商談会は、台湾から20社、日本側は25社程度の参加。令和6年も4月に大分にて、9月に台北にて、開催。

• 先月の4月23日に２年ぶりに熊本で開催され、台湾から20社、日本側は35社程度の参加があり、過去最高の盛り上がりを見せた。

【IEAT※２(台湾)と県経済団体とのMOU締結】（令和５年３月２４日）

• 県商工会議所連合会と、県商工会連合会は、台湾最大の商業団体「台北市進出口商業同業公會(IEAT)」と経済交流促進に関する
MOU(覚書)をそれぞれ締結。

【県内経済５団体と中華民国三三企業交流会※３･台日商務交流協進会※４とのMOU締結】
（令和５年６月２９日）

• 熊本経済同友会、熊本県商工会議所連合会、熊本県商工会連合会、熊本県中小企業団体中央会、熊本県経営者協会は、「三三企
業交流会」と「台日商務交流協進会」と業務協力の覚書（MOU)を締結。

【県工業連合会とTJCiT※５（台日産業技術合作促進会）との意見交換、台湾商談会】

• 令和6年9月に台北にて、令和7年2月に熊本にて意見交換会を実施

※１ TEEIA : 2005年に台湾光電子半導体設備協会として設立。2010年より名称変更。

 台湾の半導体、自動化、ロボット等電子設備関連企業で構成し、会員数500程度
※２  IEAT : 1947年設立。会員企業は現在6,500社程度（製造業1,300社、輸入業者3,500社）

 企業のグローバル市場開拓を支援する団体
※３  中華民国三三企業交流会 : 1999年設立。台湾企業グループランキング100位以内の企業が加入できる団体
※４  台日商務交流共進会 ： 1992年に台湾と日本のビジネス交流を強化すること等を目的に設立された団体
※５  TJCiT : 2008年に台湾と日本の企業連携を目的に設立された団体。会員数93（企業38、個人55）

台湾商談会
（熊本県工業連合会、大分LSIクラスター

推進会議、TEEIAほか）TJCiTとの意見交換
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＜令和６年度＞
  ・中期(2ヶ月)、長期(5ヶ月)コースを追加(10企業が26名を受入)

  ・台湾現地大学での就職説明会、キャリアの授業を開催
  ・県内8企業が参加、約350名の学生が参加

【台湾インターンシップ】
◆熊本商工会議所において、TSMC進出を契機とした台湾の人材確保を目指し、令和５年度から雇用の創出に向け

たインターンシップトライアルツアー等を実施

４ 県や市町村、九州一体の対応 （４）民間の取組み

＜令和５年度＞

  ・台湾3大学の日本語学科と連携
・トライアル(3泊4日)と2週間のインターン実施

  ・県内10企業が延べ43名の学生を受入

＜令和７年度（予定）＞

・2週間(8月、1月)、2ヶ月(7～8月)、5ヶ月(9～1月、2～6月)での受入を予定
・台湾現地大学での就職説明会を5月・11月の2回開催

2大学追加し、計5大学の日本語学科と連携
・より充実したインターンシッププログラムの実施に向け、学生の心に響く説明資料
作成や企業インターンシップの受け入れ体制のプログラムの作りこみを支援 15名

企 業
内定者

企 業
就職者 9名

【事業効果】

就職先企業
・(株)鶴屋百貨店 ・(株)肥後銀行
・熊本トヨタ自動車(株)
・(株)KDS熊本ﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞｽｸｰﾙ 等
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◆半導体人材の育成・確保やサプライチェーンの強靭化を図るため、国や九州７県・政令市、産業界、教育界
等で「九州半導体人材育成等コンソーシアム」を令和４年３月に組成

◆半導体産業の更なる発展に向けた取組みを強力に推進

４ 県や市町村、九州一体の対応 （５）九州一体の取組み ～半導体人材育成～

【事業の概要】
● 九州経済産業局が事務局となり、産学官の

ニーズ・シーズをコーディネート
(１) 半導体人材の育成と確保
(２) 半導体大手企業と地場企業、

ユーザー企業との取引強化
(３) 海外との産業交流の促進

【今後の取り組み方針】
● ２つのワーキンググループ(①人材育成、

②サプライチェーン強靭化)を設置し、
取組を実行。WG事務局はSIIQ。

● 管内の５県が組成した半導体協議体とも連携し、
オール九州にて取組みを推進。

● 九州がモデルとなるエコシステムを構築し、
他地域での横展開に繋げ、
オールジャパンでの展開に発展。

（「シリコンアイランド九州の更なる発展に向けて
～2030年の日本社会を支える九州であり続けるために～」
2022年11月九州経済産業局講演資料より抜粋編集）
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（「シリコンアイランド九州の更なる発展に向けて
～2030年の日本社会を支える九州であり続けるために～」
2022年11月九州経済産業局講演資料より抜粋編集）

＜主な構成機関＞

◆産：半導体企業、JASM、JEITA 等

◆学：九工大、九大、熊大、高専機構 等

◆官：経産省、文科省、各県、産総研 等

〔事務局〕九州経済産業局、SIIQ ※

九州半導体人材育成等コンソーシアム
(令和４年３月２９日組成）

※九州半導体・エレクトロニクスイノベーション協議会

＜主な構成機関＞

◆産：半導体企業、JASM、JEITA 等

◆学：九工大、九大、熊大、高専機構 等

◆官：経産省、文科省、各県、産総研 等

〔事務局〕九州経済産業局、

九州半導体・エレクトロニクスイノ

ベーション協議会（SIIQ）

九州半導体人材育成等コンソーシアム
(令和４年３月２９日組成）



－ 本日の目次 －

１ 熊本の産業

２ ＴＳＭＣインパクト
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５ 波及効果を県内全域へ

６ 熊本経済のあした
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３ 課題と対応
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５ 波及効果を県内全域へ

TSMCの進出を契機に、県内各地域に半導体関連企業が進出・追加投資を行っている

○Feedback Technology Japan株式会社 ⇒ 荒尾市
（台湾企業と日本企業の合弁会社）

・半導体製造装置用部品の製造

【最近の進出・追加投資企業】

○ダルマエレクトロニクス株式会社 ⇒ 玉名市
（韓国企業）

・半導体検査事業など

○尚立グループ（台湾）⇒ 嘉島町
・半導体関連製品の販売やシステム開発

（株）プレシードが進出支援

○DOWAエコシステム株式会社⇒ 宇城市
・金属（半導体関連含む）回収を担う子会社の新工場

○株式会社Piezo Sonic⇒ 八代市
・半導体製造装置メーカー等を相手にした超音波モーター生産

○株式会社ＪＣＵ⇒ 益城町
・半導体関連薬品の研究開発・製造など

○株式会社テラプローブ
（設備増強）⇒ 芦北町

・半導体の検査・測定

○ルネサスエレクトロニクス
株式会社（設備増強）

⇒ 熊本市南区、錦町
・車載マイクロコンピューター等

TSMC

○株式会社タミコ熊本 ⇒ 玉名市
・半導体や液晶に関する精密洗浄及び特殊コーティング

○プラスチック加工興和
株式会社 ⇒ 西原村

・プラスチック製品製造（半導体向け）



◆九州各県に台湾から半導体関連企業の進出がはじまった。

５ 波及効果を九州全体へ

グーデン・プレシジョン （福岡県久留米市）

・事業内容：半導体ウエハーの搬送器の製造
・久留米広川新工業団地に1万㎡の用地を9億円で取得予定
・2025年4月に工場着工、2027年4～6月に量産を開始予定

ASE （福岡県北九州市）

・事業内容：半導体の後工程で世界最大手
・北九州市若松区の市有地16万㎡を34億円で仮契約
・前工程のTSMCとの連携を期待

つ く ば か ぎ

筑波科技株式会社 （鹿児島県出水市）

・事業内容：半導体・通信分野の試験・検査など
・出水駅近くに6000㎡の土地を取得
・（2025年4月提言）5年以内に研究センターの稼働を予定

令和7年4月には、台湾企業の日本進出を支援する「台湾貿易投資センター」（福岡市、21日）や
「台湾ビジネスサービスセンター（TBSC）」（豊前市、14日）が福岡県に開所 41

CDIBキャピタルグループ （鹿児島県薩摩川内市）

・AI向けのデータセンター（DC）の建設計画を発表（R7.9.30）
・電力供給の目途が立てば1年以内に着工予定



◆香港系物流不動産大手 ESR と八代市、県の３社で物流拠点構想の推進に向けた覚書を締結
◆ESRは、今後10～15年で八代など県南エリアで10億ドル規模の投資の可能性がある としている

５ 波及効果を県内全域へ

出典：PR TIMES

出典：日経新聞
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◇ 中国信託フィナンシャルホールディング（※）との
包括連携協定締結(R6年(2024年)8月)

ＴＳＭＣの進出決定以降、多くの台湾の方々が来熊し、今後更なる増加が見込まれる中、
産業分野のみならず、観光・文化、スポーツ等、様々な分野における交流を促進し、相互の
経済発展を図ることを目的として、包括連携協定を締結。
※台湾の民間銀行で最大の資産規模を誇る中國信託商業銀行を傘下に置く、大手金融グループ。

◇ 玉山（イイサン）フィナンシャルホールディング（※）との
包括連携協定締結(R7年(2025年)2月)

ＴＳＭＣの進出決定以降、多くの台湾の方々が来熊し、今後更なる増加が見込まれる
中、産業分野のみならず、観光・文化、スポーツ等、様々な分野における交流を促進し、
相互の経済発展を図ることを目的として、包括連携協定を締結。
※台湾の民間銀行で中小企業向けに融資においてトップシェアを誇る玉山銀行を傘下に
置くグループ。
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◆台湾の金融機関を傘下に持つ中国信託フィナンシャルホールディングと玉山フィナンシャルホールディングと
それぞれ包括連携協定を締結

◆産業分野のみならず、観光・文化、スポーツ等、様々な分野における交流を連携して促進することとしている

５ 波及効果を県内全域へ



◆水俣高校では、令和５年度から、半導体製造装置を取り扱うアスカインデックス社と半導体関連人材の育成に
取り組む。

◆令和７年度からは「全国初」となる半導体に関する学科「半導体情報科」を設置。（８名入学）

５ 波及効果を県内全域へ

出典：水俣高校ホームページ

㈱アスカインデックスは、
専門性の高い半導体の学びを
サポートし、水俣高校をバックアップ

<アスカインデックス社での実習>

○令和５年度からアスカイン
デックス社での講義や実習
を実施。

○半導体関連産業に関する理
解を深めることで興味・関
心を高め、将来の人材育成
に取り組む。 44
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市場規模
製品例 主要企業

2020年 2030年

ロジック
（制御用）

21兆円 38兆円

プロセッサ

GPU

SoC

メモリ
（データ
記憶用）

18兆円 30兆円

DRAM

NAND

その他 15兆円 32兆円

アナログLSI

パワー
半導体

イメージ
センサ

◆世界の半導体市場は2030年には100兆円を超える予想（2001年から5倍以上の規模）

◆特に、AI、IoT、電動車、自動走行、5Gなどの新技術が市場を牽引するとされ、本県に立地する半導体関連企    

業の更なる成長を期待

６ 熊本経済のあした （1）今後の半導体市場

出展：SEMI

2030

1兆ドル

46（出典）Omdiaのデータを基に経済産業省作成



◆世界のAI市場規模（売上高）は、2024年には1,840億ドル（27兆2,320億円）、2030年には8,267億ドル

（122兆3,516億円）まで拡大すると予測されている。 ※R7.9.19 財務大臣公示為替相場：1ドル148円で換算 

◆日本のAIシステム市場規模（支出額）は、2024年に1兆3,412億円（前年比56.5%増）となっており、今後も

成長を続け、2029年には4兆1,873億円まで拡大すると予測されている。

６ 熊本経済のあした （1）今後の半導体市場

出展：SEMI

◆2020年代は、AI、5G、IoTへの活用により需要が伸び、2030年代には、6Gや高度な人口知能への活用により

需要が伸びることが予測される

世界のAI市場規模（売上高）の推移及び予測 国内AIシステムの市場規模（支出額）及び予測

（出典）Statista（2025年3月27日取得データ）を基に作成 （出典）IDC「2024年国内AIシステム市場予測を発表」（2025年5月1日） 47



６ 熊本経済のあした （2）交通インフラの整備

48

◆大規模災害からの創造的復興やＴＳＭＣの熊本進出を契機に、大規模な交通インフラの整備が進んでいる
◆「大空港構想」に基づく阿蘇くまもと空港の整備
◆空港アクセス鉄道やＪＡＳＭ周辺道路の整備計画、中九州横断道路の進捗 他

原水駅

肥後大津駅

三里木駅

くまもと

熊本IC

57

E 3 

至：熊本市街地

あそ

至：阿蘇市

こうし

合志市役所

しもすずりかわ

下硯川IC

きたくまもと

北熊本SIC

くまもときた

(仮称)熊本北JCT

3

やまが

至：山鹿市

くうこう きた かくふく

3

1km

おおづにし

大津西IC

325

57

くまもときた

(仮称)熊本北IC

きくようまち

菊陽町役場

おおづまち

大津町役場

10

9

11

7

12

13
14
15

16

17

18

19

6

4

3
栄工業団地

三菱電機

川辺工業団地

本田技研工業

JASM

D
F

G

H

I

J

K

L

8

5

A

443

387

こう し

合志IC

にしこう し

西合志IC

No.

きくち

至：菊池市

E

B

C
M

N

Ｎ

セミコンテクノパーク

No 対策箇所

A 大津植木線（辻久保工区）

B 新山原水線（原水２工区）

C 大津植木線（原水工区）
【多車線化】 

D 大津植木線（福原工区）
【合志ICアクセス道路】

E 大津植木線（原水２工区）
【立体交差化】

F 熊本大津線（竹迫工区）

G 国道387号（須屋工区）

H 国道443号（空港北拡幅）

I 竹迫第二テクノ線

J 菊陽空港線

K 下大谷１号線 

L 南方大人足線 

M 下原堀川線 

N 三吉原北出口線

くまもと

至：熊本市

熊本駅から熊本空港まで

約60～80分→約40分

セミコンテクノパークから熊本港まで

101分→36分

多車線化道路（令和１０年度完成予定）

完成イメージ

C

新設道路（令和８年度完成予定）

完成イメージ

B

新設道路（令和１０年度完成予定）

完成イメージ

E新設道路（令和１０年度完成予定）

完成イメージ

D

熊本空港



約380km

約180km

◆台湾と九州の面積はほぼ同等。人口は台湾が九州の２倍、経済規模は1.8倍程度
◆新生シリコンアイランド九州の実現に前進あるのみ

６ 熊本経済のあした （3）熊本が１０年後に目指す姿

約330km

約250km

九州 項目 台湾

約 3.7
 千km2

面積
約 3.6
   千km2

約 1,270
   万人

人口 約 2,330
       万人

約 50
   兆円

GDP 約 90
兆円

約 1.5
   兆円

半導体関連の
生産額

約 17
兆円

約 9
   兆円

輸出額 約 50
兆円

出典：日本銀行福岡支店「九州における半導体関連産業の動向」
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◆製造品出荷額は、直近５年が好調
直近 10年のトレンドでみると、６年後には４兆円台に到達

６ 熊本経済のあした （3）熊本が１０年後に目指す姿

直近10年の実績推移から
2030年には４兆円台に到達か…！？

リーマンショック
コロナ禍

単位：億円
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◆九州フィナンシャルグループが、熊本県におけるJASM進出等に伴う今後10年間の経済波及効果を前回調査
の約2倍に引き上げ、11兆円の試算を発表した（2024年9月）

◆九州経済調査協会の推計では、九州における半導体関連設備投資による経済波及効果は10年間で23兆円と
している。（2024年12月）

〇九州における半導体関連設備投資による経済波及効果

【九州経済調査協会による分析結果】【九州フィナンシャルグループの経済波及効果（試算）】

約６.９兆円！
ＴＳＭＣ進出
ＪＡＳＭ第１工場建設

約１１兆円！
ＪＡＳＭ第２工場建設

〇県内における半導体関連設備投資による経済波及効果

約２３兆円！
ＪＡＳＭ第１工場建設
ＪＡＳＭ第２工場建設
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６ 熊本経済のあした （3）熊本が１０年後に目指す姿



◆九州地域戦略会議（事務局:九州地方知事会）において、「九州地域の強みを生かした安全保障確立宣言」を発

表（2023.10月）

◆同会議において「新生シリコンアイランド九州グランドデザイン」を策定（2024.6月）

⇒九州が将来にわたって世界の産業サプライチェーンの中核を担い続けるための産官学金連携の基本方針

６ 熊本経済のあした （4）新生シリコンアイランド九州
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ビジョン「新生シリコンアイランド九州２０４０」

世界有数の半導体ビジネスエコシステムを擁し、国内

外との協業により、 “半導体の生産と応用”および

“トップ人材をはじめとする人材の輩出”をリードし続

ける「イノベーション・マルチハブ」 

①世界有数の半導体ビジネスエコシステムを擁す

るイノベーション・マルチハブ

②“半導体の生産と応用”をリードし続けるイノ

ベーション・マルチハブ

③“トップ人材をはじめとする人材の輩出”をリー

ドし続けるイノベーション・マルチハブ

※「イノベーション・マルチハブ」について 
農業等他産業や都市機能とのバランスを考慮しつつ、

九州全体で「産業競争力の源泉エリア」となるべく、
国内外の多様な企業、大学・研究機関などのあらゆるセクターがつながり、ビジネスエコシス
テムを構築し、半導体の生産・応用の密接な連携とイノベーション、人材の育成・ 輩出を推進
 そのために、地域の産業集積等を勘案しながら、ビジネスエコシステムの中核となる企業の
R&D拠点や製造拠点、大学・研究機関が集積する産学連携拠点を多極的に整備し、各拠点は戦
略的に連携

出典：九州地域戦略会議
「新生シリコンアイランド九州」グランドデザイン策定に向けた産官学金協議



ＴＳＭＣ
第３工場の
誘致に向けて
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Rapidus株式会社（Rapidus㈱HPより)

Japan Advanced Semiconductor Manufacturing株式会社
（JASM㈱HPより)

Taiwan Semiconductor Manufacturing Company
      （TSMC HPより)
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